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BEGO 埋没材を使用するための
安全の手引きと一般取扱説明書
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安全の手引き

� ・埋没材にはクオーツを含んでいます。粉塵を吸い込まない
でください。肺に危害(珪肺、肺癌)が及ぶ可能性があります。
推奨: ガスマスク タイプ FFP 2 Ð EN 149:2001を使用してください。
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BEGOは　 Sa lt La ke City 2 0 0 2
Athens 2 0 0 4

2 0 0 6  Torino
2 0 0 8  Beijing

オリンピックのドイツチームの
公認パートナーです。

袋を開封するときは、はさみを使用してください。ミキシン
グボウルにそっと入れてください。空袋を丸める前に水洗い
してください。粉塵が出ないようにするためには湿らせるの
が最も良い方法です。割り出し作業中に粉塵を出さないよう
にするために、鋳造後モールドが完全に冷えた後、水中に置
き十分に湿らせて作業します。ブラストする時はファインフィ
ルター付きの吸塵器を使用してください。

・専用液が乾き、微粉末が付着したときは湿らせて拭き取っ
てください。

・プレヒート中のファーネスからの廃ガスは吸引排出装置で
屋外に出してください。

・ショックヒートで加熱する時はけがする危険性があります!
モールドをファーネスに10秒以内に置き、ファーネスのドア
を15分閉じておくことが出来るようにしたください!

・BEGOの埋没材の理想的な作業温度は20℃です。作業環境の温度
が、それ以上なら埋没材、専用液、精製水、ミキシングボール
を保管庫で保管されることをお勧めします。

・石膏、石膏系埋没材とリン酸塩系埋没材とを同じミキシング
ボールで使用しないでください。それぞれ専用のミキシング
ボールを使用してください。有効期限の切れた材料を使用しない
でください。

・結晶の出た専用液は使用しないでください。ミキシング液の
濃度が高いと膨張が大きくなりすぎます。臨床上のヒント:
専用液ボトルをきれいに洗浄し乾燥させて保管しておきます。
最適濃度のベゴゾルの量の箇所に印をつけておき、蒸留水を加
えた箇所に印をつけておきます。こうすることにより簡単に目的
の濃度のミキシング液を調整することが出来ます。

・ミキシング液の濃度に関するデータは、私たちの経験とテスト
によるものです。データーは標準値とご理解ください。鋳造体の
適合は、作業温度、使用器械、埋没方法、ミキシングの方法、練
り具合、等により異なります。必ずテストをして最適な濃度を
見つけてください。

空の

書面で、あるいは実務的な指示として、口頭で与えられるかにかかわらず、私たちの推薦データーは私たちの経験とテストに基づいてます。
従って一般的なガイドラインとしてご理解ください。
私たちの製品は絶え間なく研究開発されています。 従って、製品のデザインと成分を予告なく変えることがあります。

BEGO Bremer Goldschlagerei Wilh. Herbst GmbH & Co. KG ・ Wilhelm-Herbst-Str. 1・ 28359 Bremen 
エーピーエス株式会社　.　本社 06-6261-8241  東京 03-3833-8241  名古屋 05-2523-0501 www.aps-bego.co.jp
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Wiroplus B egoSol

100 g 16 m l

1 x 400 g 51 m l 13 m l 64 m l 80 %*

Wiroplus S BegoSol

100 g 16 ml

1 x 400 g 0 ml 64 ml 64 ml 0 %*
19 ml 45 ml 64 ml 30 %*
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